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予算案件
議第69号 令和5年度山県市一般会計補正予算（第5号） 可決（全会一致）

条例案件

議第70号 山県市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を
改正する条例について 可決（全会一致）

議第71号 山県市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第72号 山県市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第78号 山県市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例について 可決（全会一致）

議第79号 山県市監査委員条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第80号 山県市一般職の任期付職員の採用等に関する条例について 可決（賛成多数）

議第81号 山県市特定教育･保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第82号 山県市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第83号 山県市空家等対策協議会設置条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第84号 山県市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条
例について 可決（全会一致）

議第91号 山県市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第92号 山県市手数料条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

予算案件
議第73号 令和5年度山県市一般会計補正予算（第6号） 可決（全会一致）

議第74号 令和5年度山県市介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

議第75号 令和5年度山県市簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

議第76号 令和5年度山県市水道事業会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

条例案件	 12件
予算案件	 11件
その他案件	 2件
意見書	 1件

予算案件	 1件

第4回定例会

11月30日～12月19日
（20日間）

第2回臨時会

11月6日

議案の審議結果
令和5年　第2回臨時会

令和5年　第4回定例会
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総
務
産
業
建
設
委
員
会

Q
契
約
を
変
更
す
る
こ
と

は
法
に
抵
触
し
な
い
の
か
。

A
法
に
抵
触
し
な
い
。

Q
見
積
積
算
は
間
違
っ
て

い
な
か
っ
た
か
。

A
当
初
、
地
下
部
分
は
不

【
議
第
94
号
】
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

採
決
に
あ
た
っ
て
の
主
な
討
論

　
任
期
付
職
員
は
本
条
例
第
2
条
第
1
項
よ
り
、

「
高
度
の
専
門
的
な
知
識
経
験
又
は
優
れ
た
識
見
を

有
す
る
者
」と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
定
年

延
長
に
伴
う
再
雇
用
職
員
を
充
て
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
現
代
は
、
情
報
化
の
進
展
な
ど
専
門
分
野
の
人

材
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
正
規
職
員
を
採
用

し
、
教
育
研
修
を
行
い
な
が
ら
専
門
性
を
磨
く
こ

と
が
、
中
長
期
の
人
事
戦
略
の
要
に
な
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
条
例
制
定
に
は
反
対
す
る
。

山
県
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
第

80
号反

対
討
論

　
今
回
の
解
体
工
事
は
、
別
途
、
設
計
・
施
工
管

理
を
業
務
委
託
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省
が
定
め

る
建
築
物
解
体
工
事
共
通
仕
様
書
に
従
え
ば
、
市

が
試
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
な
く
て
も
、
柱
、
壁

等
が
他
の
架
構
、
壁
等
か
ら
切
り
離
さ
れ
自
立
し

た
状
態
で
な
い
こ
と
は
、
解
体
の
設
計
に
専
門
に

携
わ
る
会
社
で
あ
れ
ば
本
来
予
測
可
能
な
範
囲
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
変
更
契
約
の
締
結

に
は
反
対
す
る
。

工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

議
第

94
号反

対
討
論

賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

松
久
　
茂

田
中
辰
典

奥
田
真
也

寺
町
祥
江

加
藤
裕
章

古
川
雅
一

加
藤
義
信

郷
　
明
夫

操
　
知
子

福
井
一
德

山
崎
　
通

吉
田
茂
広

武
藤
孝
成

議第80号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● - ○ ○
議第94号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● - ○ ○

※○は賛成、●は反対。不は不在、除は除斥、棄は棄権。なお、議長は採決には加わらない。

常
任
委
員
会
報
告

　
各
常
任
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
質
議
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

可
視
で
壊
す
予
定
は
な
く
、

こ
の
部
分
は
積
算
に
入
っ

て
い
な
い
。
積
算
部
分
は

間
違
っ
て
い
な
い
。

Q
平
成
29
年（
美
山
支
所

等
整
備
検
討
協
議
会
設
立

時
）に
積
算
し
た
の
で
は

な
い
か
。

A
平
成
29
年
の
段
階
で
設

計
し
た
と
い
う
こ
と
は

な
い
。

Q
落
札
率
99
．９
％
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
か
。

A
予
定
価
格
を
公
表
し
て

い
る
た
め
、
あ
り
得
る
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。

議第77号 令和5年度山県市下水道事業会計補正予算（第2号） 可決（全会一致）

議第85号 令和5年度山県市一般会計補正予算（第7号） 可決（全会一致）

議第86号 令和5年度山県市国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

議第87号 令和5年度山県市介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

議第88号 令和5年度山県市水道事業会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

議第89号 令和5年度山県市下水道事業会計補正予算（第3号） 可決（全会一致）

議第93号 令和5年度山県市一般会計補正予算（第8号） 可決（全会一致）

その他案件
議第90号 工事請負契約の締結について 可決（全会一致）

議第94号 工事請負契約の変更契約の締結について 可決（賛成多数）

意見書
発議第6号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書について 可決（全会一致）

そ
の
他
案
件
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厚
生
文
教
委
員
会

Q
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
契

約
を
変
更
す
る
の
か
。

A
地
下
部
分
の
擁
壁
と
地

中
ば
り
が
連
結
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
、
業
者
、

監
督
、
市
の
職
員
、
施
工

業
者
で
立
ち
合
い
の
上
、

解
体
す
る
と
判
断
し
た
。

Q
美
山
支
所
の
建
設
時
の
図

面
な
ど
か
ら
地
下
部
分
に
つ

い
て
分
か
ら
な
か
っ
た
の
か
。

A
図
面
で
は
明
ら
か
で
な

か
っ
た
。

Q
議
決
さ
れ
た
ら
補
正
予

算
を
計
上
す
る
の
か
。

A
今
回
は
、
契
約
金
額
の

変
更
の
議
決
を
お
願
い
す

る
も
の
で
、
当
初
予
算
の

範
囲
内
で
支
払
う
た
め
補

正
予
算
は
計
上
し
な
い
。

Q
建
物
の
不
可
視
部
分
を

把
握
す
る
た
め
、
今
後
の

対
策
と
し
て
事
前
調
査
を

行
え
な
い
か
。

A
費
用
対
効
果
等
を
勘
案

し
な
が
ら
、調
査
を
進
め
る
。

Q
特
別
利
用
教
育
を
提
供

す
る
施
設
に
限
る
と
変
更

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
い

う
こ
と
か
。

Q
放
課
後
児
童
支
援
員
の

現
在
の
確
保
状
況
は
。

【
議
第
81
号
】

山
県
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
第
85
号
】

令
和
5
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
7
号
）

【
議
第
93
号
】

令
和
5
年
度
山
県
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
8
号
）

【
議
第
82
号
】

山
県
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

条
例
案
件

予
算
案
件

採
決
の
結
果
、付
託
さ
れ

た
議
第
78
号
か
ら
議
第
80

号
、
議
第
83
号
、
議
第
85

号
、
議
第
90
号
、
議
第
94

号
の
7
議
案
は
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

採
決
の
結
果
、
付
託
さ

れ
た
議
第
81
号
、
議
第

82
号
、
議
第
84
号
か
ら

議
第
89
号
及
び
議
第
91

号
か
ら
議
第
93
号
ま
で

の
11
議
案
は
全
会
一
致

で
原
案
ど
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

Q
施
設
型
給
付
費
等
負
担

金
に
つ
い
て
、
保
育
園
ご

と
に
お
け
る
未
満
児
の
入

所
状
況
は
。

Q
低
所
得
世
帯
支
援
給
付

金
に
つ
い
て
、
支
給
方
法

と
支
給
の
時
期
は
。

A
支
給
方
法
は
プ
ッ
シ
ュ

型
。
支
給
の
時
期
は
、
給

付
金
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

整
い
次
第
、
給
付
を
開
始

す
る
。
1
月
末
か
ら
2
月

上
旬
の
予
定
で
あ
る
。

　11月1日（水）に、（株）ビズアップ総研の渡邊氏を講師に迎えて、執行部と合同でハラスメント防止
研修を実施し、全議員が参加しました。従来からある「パワハラ」「セクハラ」のみならず、多様化する
ハラスメントの現状を知り、ハラスメントについての理解を深めました。その後、具体的な事例を基
にハラスメントに該当するのか、しないのかをディスカッションし、ハラスメントと指導の違いなど
を理解しました。誰もがハラスメントの加害者にも被害者にもなり得ることを実感し、ハラスメント
のない快適な環境を作っていくことが必要だと感じました。

ハラスメント防止研修を受講しました

A
認
定
こ
ど
も
園
や
幼
稚

園
の
範
囲
だ
け
で
は
な
く
、

広
い
範
囲
で
捉
え
る
こ
と

が
で
き
、
幼
稚
園
で
あ
り

な
が
ら
保
育
園
と
し
て
契

約
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

A
通
常
と
長
期
で
59
人
。

認
定
研
修
を
受
講
し
て
い

る
支
援
員
は
27
人
で
あ
る
。

A
4
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、
高
富
保
育
園
は
2
歳

児
5
人
、
1
歳
児
5
人
、

0
歳
児
13
人
、
富
岡
保
育

園
は
2
歳
児
1
人
、
1
歳

児
2
人
、
0
歳
児
6
人
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
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　仮設の階段を幾段も上がり、地上約18mで施工中の橋梁
りょう

上部工事を見学し、
岐阜国道事務所東海環状自動車道出張所の所長から説明を受けた。現在の橋
の設計は、100年使えるように作られているとのこと。実際現場にて、コン
クリートで固める前の、径の大変太いたくさんの鉄筋棒が、結束され網の目
になっている状態の頑丈な下地を見ることができた。また、山県ICから大野
神戸IC間は令和6年度に開通予定である。工事用道路については過度に工事車
両が集中しないよう西深瀬上部工五者会（連絡協議会）で交通誘導警備員の配
置状況の調整を図りながら工事を進めている。また、一般車両への配慮、落
下物・飛散物の防止を行い、第三者災害の防止に努めていると説明を受けた。

　地方創生拠点整備交付金事業（補助率1/2）を活用し建設中の、
木造の多目的交流施設を調査。野外トイレや屋根付き多目的ス
ペースも設けられる予定である。この施設は、観光の拠点として
の基地だけでなく、移住促進等多様なイベントを行うことにより
山県市の魅力発信、情報発信の基地としても活用される。また、
自然の中で開催できるさまざまなイベント会場、更に併設する広
場とステージとともに、結婚式会場としても利用できる。

　みやま保育園は、数年の事前研修を得て、昨年度から自然体験保育を実践
している。園庭では、園外保育で子どもたちが見つけた枝を使いツリーハウ
ス作り、どろんこ遊びやブランコの支柱にロープを張ったロープワークで体
を動かし、おたまじゃくしやメダカなどの生き物の飼育も行っている。園外
保育では山で遊ぶことや水路での生き物探し、保育参観では親子で自然遊び
を体験している。また、トゲのある実で作ったおなもみダーツ、どんぐりを使っ
た遊びなどは子どもたちが考え、先生と相談しながら作成し皆で時間を忘れ
て遊んでいるとのこと。森林面積が多数を占める山県市。今後更に自然体験
保育を発展させていくことで、地域との関係性が深化し、子どもたちにとっ
ても「ふるさと山県市」の愛着につながるものと大いに期待できる。

　美山小学校は、「夢・たくましさ、笑顔があふれる学校」を目指しており、令
和3年度に「いじめをなくそう」キャラクター（いじめについてかんがえるくん、
いじめなしこちゃん、ききょうちゃん）を作成し、校内の各所に掲示している。
「笑顔いっぱい　夢いっぱい　つなげよう　全校の輪」標語コンクールについて
は、当初は教職員が中心となっていたが、今では児童会が中心となり進めてい
るとのこと。全ての作品を廊下に掲示しており、子どもたちの意識の高さがう
かがえる。また、いじめ防止サミットや全校学活、あんしん集会などで「いじめ
について考える日」を設け、全校が一緒に考えていく体制が整っている。この取
り組みを通じ、子どもたち、教職員、保護者、そして地域の方々の連携により、
いじめが未然に防止できる体制が整っていくことを期待したい。

東海環状山県IC西本線橋鋼上部工事

グリーンプラザみやま多目的交流拠点施設整備工事

みやま保育園　～自然体験保育の現状について～

美山小学校　～いじめ未然防止の取り組みについて～

総務産業建設委員会（12月8日）

厚生文教委員会（12月11日）

（文責：田中　辰典）

（文責：奥田　真也）
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福井 一德 議員
Q
ー
1
養
鶏
場
進
出
に
関
す

る
経
緯
、
住
民
説
明
会
の
開

催
状
況
は
。
ま
た
、
臭
気
対

策
、
汚
水
対
策
、
交
通
対
応

な
ど
の
詳
細
は
。

A
昨
年
度
、事
業
計
画
者
よ

り
本
市
や
関
係
団
体
へ
、養

鶏
場
建
設
に
つ
い
て
の
相
談

や
計
画
概
要
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。住
民
説
明
会
は
こ
れ

ま
で
2
度
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
ン
ド
レ
ス
鶏
舎
や
浄
化

槽
の
設
置
な
ど
環
境
対
策
に

対
応
し
た
施
設
整
備
を
予
定

し
、交
通
対
応
も
今
後
協
議

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

Q
ー
2
学
校
給
食
へ
の「
有
機

米
の
採
用
」
に
向
け
た
教
育

委
員
会
の
考
え
方
は
。ま
た
、

事
業
化
の
具
体
的
な
課
題
は

何
か
。

A
地
産
地
消
の
延
長
線
上
に

有
機
米
が
確
保
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
導
入
に
つ
い
て
前

向
き
な
議
論
を
進
め
る
意
義

が
あ
る
と
考
え
る
。
課
題
と

し
て
、
現
在
使
用
し
て
い
る

米
よ
り
1
反
あ
た
り
の
収
量

が
4
割
近
く
減
少
す
る
こ
と

で
耕
作
面
積
の
確
保
が
必
要

に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、防
草
や
防
虫
に
関
す
る

手
間
や
時
間
を
要
し
、さ
ら
に

日
本
農
業
規
格
J
A
S
に
則

し
た
管
理
が
必
要
に
な
る
。

Q
ー
2
有
機
米
の
導
入
実
現

に
向
け
て
の
市
長
の
構
想
と

決
意
は
。

A
来
年
度
か
ら
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
具
体
的
に
給
食
採

用
に
向
け
進
め
て
い
く
と
同

時
に
、
若
手
育
成
の
観
点
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
ー
3
会
員
数
の
減
少
や
総
事

業
契
約
額
の
減
少
と
い
う
状

況
下
で
、
補
助
金
だ
け
が
2

倍
に
膨
ら
み
1
2
6
0
万
円

に
至
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

A
補
助
金
は
、
運
営
の
基
本

的
な
部
分
と
な
る
事
務
局
の

人
件
費
と
管
理
費
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
職
員

の
配
置
換
え
や
定
期
昇
給
な

ど
見
直
し
を
行
っ
て
の
増
額

で
あ
る
。

住民説明の実施と環境対策に対応した施設整備A

導入に向け具体的に進めていきたいA

健全な運営が維持できる補助金を交付するA

伊自良地区への大規模養鶏場の進出についてQ-1

給食費無償化に続く、給食への有機米導入についてQ-2

シルバー人材センターの補助金のあり方についてQ-3

10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、市
政
を
問
う

令
和
5
年 

第
4
回
定
例
会

一
般
質
問

Q
ー
1
山
県
学
園
構
想
が
動

き
始
め
て
い
く
中
、
今
後
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
の
考
え
は
。

A
山
県
学
園
構
想
の
具
現
に

向
け
た
導
入
期
と
位
置
付
け

た
今
年
度
は
、
学
校
間
の
日

常
的
な
打
合
せ
の
時
間
等
が

新
た
に
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
他
校
と
の
合
同
授

業
は
、
今
後
、
そ
の
成
果
と

課
題
を
検
証
し
、
自
動
化
で

き
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い

く
。
学
校
や
教
職
員
の
事
務

負
担
を
減
ら
し
、
子
ど
も
に

向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
に
努
め
た
い
。

Q
ー
2
自
主
運
行
バ
ス
1
便

あ
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
は

昨
年
と
比
べ
ど
う
か
。ま
た
、

市
外
、
県
外
の
先
進
的
な
運

用
の
う
ち
、
有
効
な
事
例
の

運
行
形
態
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
の
考
え
は
。

A
昨
年
よ
り
乗
降
者
が
増
加

し
た
路
線
は
、
山
県
モ
レ
ラ

線
、
美
山
地
域
デ
マ
ン
ド
型

交
通
葛
原
線
・
乾
線
、
市
街

地
巡
回
線
、
ハ
ー
バ
ス
岐
大

病
院
線
、ハ
ー
バ
ス
伊
自
良・

大
桑
線
で
、
現
状
維
持
が
神

崎
山
県
B
T
線
、
減
少
し
た

路
線
は
、
高
速
バ
ス
名
古
屋

関
美
濃
線
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
先
進
事
例
の
運
用

に
つ
い
て
は
、
他
市
の
先
進

的
な
事
例
等
注
視
し
な
が

ら
、
本
市
に
活
用
で
き
そ
う

な
場
合
に
は
、
運
用
も
視
野

に
入
れ
検
討
し
て
い
く
。

Q
ー
3
健
康
長
寿
に
つ
な
が

る「
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
」に

つ
い
て
、
現
在
の
開
催
状
況

と
今
後
の
考
え
は
。

A
令
和
5
年
度
の
開
催
状
況

は
、
11
月
末
現
在
で
開
催
回

数
6
回
、
受
講
者
は
67
人
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
講
座

終
了
時
に
実
施
し
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
受
講

者
の
う
ち
90
%
以
上
の
人
が

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
理
解
で

き
た
と
回
答
し
て
い
る
。
今

後
は
、
講
座
の
様
子
や
受
講

者
の
声
な
ど
も
紹
介
し
な
が

ら
、
地
域
で
の
サ
ロ
ン
や
集

ま
り
な
ど
の
機
会
で
、
気
軽

に
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
周
知
し
て
い
く
。

奥田 真也 議員

教員の子どもに向き合う時間を確保するA

地域に適した運行形態を検討A

気軽に受講できるよう周知していくA

教員の負担軽減についてQ-1

公共交通の今後についてQ-2

フレイル予防講座についてQ-3

▲フレイル予防講座の様子
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田中 辰典 議員
Q
ー
1
今
後
、
団
塊
の
世
代

が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
利
用
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
利
用
者

が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
が

ど
う
対
応
す
る
か
。
ま
た
早

朝
と
夕
方
以
降
の
運
行
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

A
地
域
公
共
交
通
は
、
そ
の

時
々
の
需
要
や
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
つ
つ
、
随
時
適
切

な
手
段
に
切
り
替
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
美
山
地
域
デ
マ
ン
ド
型
交

通
も
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え

つ
つ
適
宜
手
段
を
変
更
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
お
り
、
利
用
者
が
増
え

る
場
合
に
は
、
定
時
定
路

線
型
へ
の
切
り
替
え
等
も
含

め
、
最
適
な
手
段
で
の
運
行

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
現
在
の
美
山
地
域
デ
マ
ン

ド
型
交
通
は
、
岐
北
線
が
運

行
し
て
い
な
い
平
日
の
昼
間

帯
を
交
通
空
白
地
と
し
て
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
の
登
録

を
受
け
運
行
し
て
い
る
。
岐

北
線
が
運
行
し
て
い
る
早
朝

と
夕
方
以
降
に
運
行
し
よ
う

と
す
る
と
、
ど
ち
ら
か
の
運

行
形
態
を
選
択
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
美
山
地
域
の
岐
北
線
は

幹
線
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

岐
北
線
を
存
続
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た

め
、
現
在
の
と
こ
ろ
美
山

地
域
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

早
朝
と
夕
方
以
降
の
運
行

は
考
え
て
い
な
い
。

Q
ー
2
が
ん
を
早
期
発
見
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
と

し
て
、
本
市
で
は
今
年
か
ら

40
歳
、45
歳
、50
歳
、55
歳
の

人
に
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
配
布
し
て
い
る
。

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
市
民
の

利
用
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
周
知

し
て
い
る
か
。

A
無
料
ク
ー
ポ
ン
の
10
月
末

現
在
の
利
用
者
数
は
、
胃
が

ん
検
診
64
人
、
大
腸
が
ん
検

診
97
人
、肺
が
ん
検
診
87
人
、

乳
が
ん
検
診
71
人
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
75
人
で
あ
る
。
周

知
に
つ
い
て
は
、
5
月
に
受

診
票
を
送
付
し
た
際
に
同

封
し
た
案
内
に
記
載
し
た
ほ

か
、
広
報
や
ま
が
た
5
月
号

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
。

最適な手段での運行を検討A

今後もクーポンの利用を周知していくA

公共交通についてQ-1

がん検診についてQ-2

改修計画を立案し洋式化を推進A

「小中学校等の屋外トイレの洋式化」についてQ

Q
小
中
学
校
の
校
舎
の
ト

イ
レ
は
洋
式
化
さ
れ
て
い
る

が
、
運
動
場
の
屋
外
ト
イ
レ

は
昔
な
が
ら
の
和
式
が
多
い

状
況
。
生
活
様
式
、
高
齢
化

に
よ
り
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

は
不
可
欠
。
洋
式
化
さ
れ
て

い
る
の
は
高
富
中
学
校
、
美

山
中
学
校
、市
総
合
運
動
場
、

大
桜
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
梅
原
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
、
伊
自
良
総

合
運
動
場
の
屋
外
ト
イ
レ
。

小
学
校
で
洋
式
化
さ
れ
て
い

る
屋
外
ト
イ
レ
は
な
い
。
社

会
教
育
、
学
校
開
放
施
設
で

あ
り
、
災
害
時
避
難
場
所
と

な
っ
て
い
る
小
学
校
屋
外
ト

イ
レ
の
洋
式
化
を
計
画
的
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
小

中
学
校
の
屋
外
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
所
見
は
。

A
生
涯
学
習
課
が
管
轄
す
る

社
会
体
育
施
設
、
学
校
開
放

施
設
及
び
社
会
教
育
施
設
の

全
17
施
設
で
、
屋
外
ト
イ
レ

に
洋
式
ト
イ
レ
が
設
置
し
て

あ
る
の
は
、
建
設
当
時
か
ら

設
置
し
て
あ
る
伊
自
良
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
平
成
18
年
度

以
降
に
新
築
整
備
し
た
高
富

中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
、

大
桜
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
2
施

設
。
併
せ
て
、
利
用
状
況
が

高
い
梅
原
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

と
、
総
合
運
動
場
の
2
施
設

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
29
年

度
に
か
け
て
屋
外
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
改
修
工
事
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
課

が
管
轄
す
る
美
山
中
学
校
の

屋
外
ト
イ
レ
は
、
現
校
舎
を

新
築
し
た
際
の
平
成
21
年
度

に
洋
式
化
さ
れ
た
。

　
屋
外
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て
は
、
生
活
様
式
や
高

齢
化
と
い
う
背
景
か
ら
妥
当

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
生

涯
学
習
課
が
管
轄
す
る
17
施

設
及
び
学
校
教
育
課
が
管
轄

す
る
4
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
利

用
頻
度
等
を
考
慮
し
な
が
ら

改
修
計
画
を
立
案
し
、
必
要

な
財
源
を
確
保
し
た
上
で
洋

式
化
を
推
進
し
て
い
く
。

郷 明夫 議員

▲デマンドバス
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加藤 裕章 議員
Q
ー
1
環
境
教
育
の
取
り
組

み
状
況
は
。「
生
き
る
力
」

を
育
む
た
め
、
地
域
の
人
や

専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
人

と
連
携
を
深
め
た
学
び
の
場

を
、
学
校
内
外
で
提
供
し
て

い
く
考
え
は
。

A
現
在
、
社
会
科
で
廃
棄
物

の
処
理
や
節
水
の
意
義
、
理

科
で
環
境
保
護
に
つ
い
て
学

習
し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育

委
員
会
で
は
、
実
体
験
を
重

視
し
た
学
習
を
通
し
て
、
実

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

考
え
る
足
場
と
な
る
経
験
知

を
持
た
せ
る
た
め
の
事
業
を

進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
下
校
時
間
ま
で
は

学
校
の
先
生
が
、
そ
れ
以
降

は
地
域
住
民
が
地
域
の
先
生

と
し
て
、
子
ど
も
の
学
び
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
新
た

な
仕
組
み
の
構
築
を
構
想

し
て
い
る
。
地
域
に
あ
る
さ

ま
ざ
ま
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
、
放
課
後
の
学
校
で
、
希

望
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
と

い
う
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
検
討

を
始
め
て
い
る
。

Q
ー
2
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
と

今
後
の
方
針
は
。

A
カ
ー
ボ
ン
・
マ
イ
ナ
ス
・

シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
環
境

省
の
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再

エ
ネ
推
進
交
付
金
重
点
対
策

加
速
化
事
業
に
採
択
さ
れ
、

令
和
10
年
度
ま
で
の
事
業
計

画
認
定
を
受
け
た
。
令
和
6

年
度
は
、
美
山
支
所
改
築
に

伴
い
※
Z
E
B
化
を
目
指
し

て
お
り
、
今
後
、
公
共
施
設

等
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
高

効
率
機
器
の
導
入
、
公
用
車

の
E
V
切
り
替
え
な
ど
を
計

画
し
て
い
く
。
ま
た
、
個
人

や
民
間
事
業
者
に
対
し
て
補

助
金
事
業
を
行
う
予
定
。

Q
ー
2
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
推
進
に
つ
い
て
、
将

来
的
に
発
電
し
た
電
力
を
市

内
の
施
設
に
供
給
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
進
め

て
い
く
考
え
は
。

A
現
時
点
で
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
導
入
が
最
も
有
効
な

再
エ
ネ
推
進
で
あ
る
た
め
、

脱
炭
素
事
業
を
契
機
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
仕
組

み
を
構
築
し
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

地域住民が先生として、子どもの学びをサポートするA

市内に再エネを導入し地産地消を目指すA

環境教育の推進についてQ-1

脱炭素社会の実現に向けてQ-2

市ホームページや屋外拡声器等による
　　　　　　　　　　　注意喚起の徹底

A

クマによる人身被害を未然に防ぐための対策はQ

Q
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
は

深
刻
さ
を
増
し
、
国
に
お
い

て
は
ク
マ
緊
急
出
没
対
応
事

業
と
し
て
生
息
状
況
調
査
や

捕
獲
、
柿
な
ど
放
棄
果
樹
等

の
伐
採
計
画
策
定
な
ど
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
ク
マ
の
出

没
は
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
コ

ナ
ラ
の
豊
凶
が
影
響
を
与
え

る
と
さ
れ
る
が
、
今
年
度
は

特
に
市
へ
の
影
響
が
出
や
す

い
本
巣
市
根
尾
大
河
原
の
予

測
調
査
地
点
で
も
ブ
ナ
大
凶

作
・
ミ
ズ
ナ
ラ
凶
作
で
あ
り
、

神
崎
・
片
原
・
葛
原
八
月
・

富
永
・
中
洞
・
高
木
・
梅
原
・

桜
尾
の
地
内
に
お
い
て
計
8

件
の
目
撃
情
報
が
あ
っ
た
。

①
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

②
次
期
山
県
市
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
お
け
る
指
定
は
。

③
迅
速
な
対
応
が
必
要
な
冬

眠
期
ま
で
の
期
間
と
、
そ

れ
以
降
に
お
け
る
柿
の
木

の
伐
採
計
画
は
。

④
登
山
・
散
策
ル
ー
ト
に
お

い
て
市
民
や
観
光
客
の
命

を
守
る
に
は
、
災
害
発
生

又
は
発
生
し
よ
う
と
し
て

い
る
場
合
、
人
の
生
命
又

は
身
体
に
対
す
る
危
険
防

止
の
た
め
市
町
村
長
の
権

限
で
立
ち
入
り
禁
止
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る「
災
害

対
策
基
本
法
」63
条
に
基
づ

き
、
入
山
規
制
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ク
マ
出
没
の
確

実
な
映
像
が
あ
る
場
合
な

ど
を
含
め
、
登
山
・
散
策

ル
ー
ト
に
お
け
る
入
山
規

制
を
行
う
べ
き
状
況
は
。

A①
引
き
続
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ク
マ
の
出
没
に

関
す
る
注
意
喚
起
を
行
う

と
と
も
に
、
目
撃
情
報
に

は
対
象
地
域
に
対
し
、
屋

外
拡
声
器
で
周
知
を
徹
底

さ
せ
た
い
。

②
対
策
鳥
獣
と
し
て
の
指
定

に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら

次
期
計
画
に
記
載
す
る
か

考
え
て
い
き
た
い
。

③
引
き
続
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ク
マ
を
人
里
に

近
づ
け
な
い
対
策
と
し

て
、
利
用
し
て
い
な
い
栗

や
柿
の
木
を
所
有
し
て
い

る
人
へ
伐
採
を
促
し
て
い

き
た
い
。

④
一
般
的
に
山
中
に
は
ク
マ

が
生
息
し
て
お
り
、
出
没

に
対
す
る
注
意
看
板
の
設

置
や
注
意
喚
起
の
周
知
も

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
ク

マ
が
出
没
し
た
状
況
で

あ
っ
て
も
現
段
階
に
お
い

て
入
山
規
制
は
考
え
て
い

な
い
。

操 知子 議員

※ZEB化：ZEBエネルギー負荷の抑制や効率的な設備の導入により、
　室内環境の質を維持し、省エネルギー化を実現すること。
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Q
ー
1
市
営
住
宅
に
入
居
の

際
に
保
証
人
を
見
つ
け
る
こ

と
が
難
し
く
、
入
居
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
時
代
に
即
し
た
対

応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
条

例
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
る
。
市
営
住
宅
入

居
に
関
す
る
保
証
人
規
定
の

削
除
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
本
市
で
は
、
市
営
住
宅
入

居
の
際
に
諸
条
件
を
有
し
た

連
帯
保
証
人
を
求
め
て
い
る

が
、
保
証
人
確
保
が
入
居
の

妨
げ
と
な
ら
な
い
よ
う
保
証

人
の
取
り
扱
い
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、

保
証
人
規
定
廃
止
に
よ
る
家

賃
収
納
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
昨

今
の
社
会
的
情
勢
を
踏
ま

え
、
県
内
の
他
自
治
体
を
参

考
に
し
、
保
証
人
に
代
わ
る

緊
急
連
絡
先
を
求
め
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。
そ

の
上
で
保
証
人
規
定
を
廃
止

し
、
住
宅
困
窮
者
に
対
し
て

適
切
に
市
営
住
宅
を
供
給
で

き
る
よ
う
進
め
る
。

Q
ー
2
山
県
市
は
森
林
が
面

積
の
84
%
を
占
め
て
い
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る

「
森
林
経
営
管
理
制
度
」
は
、

手
入
れ
が
十
分
に
行
き
届
い

て
い
な
い
私
有
林
を
所
有
者

に
代
わ
り
、
市
の
関
与
に
よ

り
森
林
整
備
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
森
林
所
有
者
に
対
す

る
意
向
調
査
を
ど
の
よ
う
に

優
先
順
位
を
定
め
推
進
す
る

の
か
。
ま
た
、
森
林
の
事
業

展
開
の
考
え
は
。

A
森
林
の
占
め
る
面
積
割
合

が
低
く
、
ま
た
放
置
さ
れ
た

里
山
林
が
多
く
市
が
積
極
的

に
推
進
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

林
業
生
産
活
動
の
進
展
が
期

待
で
き
な
い
高
富
、
伊
自
良

地
域
を
優
先
す
る
。
そ
の
後

は
森
林
率
が
高
く
、
林
業
生

産
活
動
が
盛
ん
な
美
山
地
域

に
着
手
し
、
森
林
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県

の
補
助
事
業
や
森
林
環
境
譲

与
税
を
財
源
と
し
た
市
単
独

事
業
を
各
林
業
事
業
体
が
う

ま
く
活
用
し
、
森
林
整
備
を

推
進
で
き
る
よ
う
林
業
事
業

体
へ
の
支
援
を
含
め
、
情
報

提
供
や
助
言
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

入居を妨げないよう保証人規定の見直しを進めるA

森林整備推進のため林業事業体への支援を充実A

市営住宅入居に関する保証人規定についてQ-1

森林整備についてQ-2

ソフト面に加え、ハード面でも対策していくA

線状降水帯等による豪雨災害対策についてQ

加藤 義信 議員

Q「
地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、

国
内
の
線
状
降
水
帯
の
発
生

1.
6
倍
に
」と
題
し
た
新
聞

記
事
か
ら
、
今
後
洪
水
災
害

の
危
険
度
が
高
ま
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。
桜
尾
地
域
で

は
、
昭
和
51
年
9
月
豪
雨
で

床
上
浸
水
等
の
近
年
最
大
規

模
の
災
害
が
発
生
し
た
。
そ

の
後
の
対
策
と
し
て
、
鳥
羽

川
河
川
改
修
が
富
岡
橋
下
流

部
付
近
ま
で
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
平
成
2
年
や
令
和
5

年
に
も
床
上
浸
水
や
道
路
冠

水
が
発
生
し
た
。
被
災
者
の

思
い
を
察
し
、
災
害
低
減
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

①
洪
水
災
害
の
ソ
フ
ト
面
の

対
策
は
。

②
椎
倉
川
合
流
点
ま
で
の
鳥
羽

川
河
川
改
修
の
早
期
完
成
は
。

③
桜
尾
地
域
冠
水
等
の
災
害

の
減
災
対
策
は
。

A①
ソ
フ
ト
面
の
対
策
で
は
、

状
況
把
握
の
た
め
の
情
報

が
重
要
で
あ
る
。
山
県

市
気
象
観
測
シ
ス
テ
ム
で

は
、
市
内
の
雨
量
や
河
川

の
水
位
情
報
な
ど
を
確
認

で
き
る
。
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
防
災
情
報
や

気
象
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル

配
信
で
き
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、
本
市
の
公

式
L
I
N
E（
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
　
ラ

イ
ン
）と
も
連
携
し
て
い

る
。
登
録
者
を
増
や
し
、

多
く
の
市
民
に
活
用
し
て

も
ら
い
た
い
。
早
め
の
準

備
や
情
報
発
信
に
心
掛

け
、
防
災
減
災
対
策
に
努

め
て
い
き
た
い
。

②
早
期
に
暫
定
改
修
を
完
了

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
県
に
対
し
て
、
改
訂

に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
岐
阜
県
新
五
流

域
総
合
治
水
対
策
プ
ラ
ン

に
お
け
る
鳥
羽
川
の
次
期

短
期
整
備
目
標
区
間
を
椎

倉
川
合
流
点
ま
で
延
伸
す

る
こ
と
を
要
望
す
る
。

③
冠
水
等
の
リ
ス
ク
や
被
害

の
低
減
な
ど
を
目
的
に
、

鳥
羽
川
と
椎
倉
川
合
流
点

に
あ
る
水
門
の
遠
方
監
視

操
作
化
や
、
地
区
内
排
水

路
改
修
工
事
を
実
施
中
で

あ
る
。
ソ
フ
ト
面
に
加
え

て
、
こ
の
よ
う
な
減
災
の

観
点
で
の
ハ
ー
ド
面
の
対

策
を
行
う
こ
と
で
も
、
地

域
住
民
の
安
心
安
全
な
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

松久 茂 議員
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Q
現
在
の
市
内
3
中
学
校
の

登
下
校
時
も
含
め
た
服
装
は
。

A
3
中
学
校
の
登
下
校
を
含

め
た
服
装
は
、
制
服
を
基
本

と
し
て
い
る
が
、
天
候
や
健

康
状
態
等
に
合
わ
せ
て
、
体

操
服
の
利
用
や
防
寒
着
等
の

着
用
を
認
め
て
い
る
。

Q
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

制
服
の
在
り
方
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感

じ
る
が
、
そ
の
見
解
は
。

A
制
服
の
変
更
と
着
用
の

選
択
に
つ
い
て
は
、
市
内
3

中
学
校
で
は
、
2
年
ほ
ど
前

か
ら
生
徒
会
が
中
心
と
な
り

校
則
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い

る
。
靴
下
の
色
や
通
学
用
の

靴
な
ど
は
、
生
徒
の
選
択
の

幅
が
広
が
っ
て
い
る
。
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
の
導
入
や
制
服
の
ブ

レ
ザ
ー
化
な
ど
の
意
見
も
出

て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、

山
県
学
園
と
い
う
一
つ
の
学

校
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
打

ち
出
し
て
い
る
た
め
、
3
校

の
生
徒
た
ち
が
意
見
交
流
し
、

合
同
授
業
や
学
校
行
事
を

行
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
限

ら
ず
、
校
則
や
制
服
な
ど
に

つ
い
て
も
、
自
分
た
ち
の
問

題
と
し
て
改
善
し
て
い
く
教

材
と
し
て
い
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
今
年
度
中
に
、

中
学
校
長
会
と
も
具
体
的
に

意
見
交
換
し
て
い
く
。

Q
L
G
B
T
Q（
性
的
少
数

者
）へ
の
制
服
の
対
応
は
。

A
学
校
は
L
G
B
T
Q
に
限

ら
ず
、
個
別
の
配
慮
事
項
に

つ
い
て
は
、
本
人
や
保
護
者

の
意
向
に
沿
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
適
切

に
対
応
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
制
服
の
選
択
制
と

い
う
方
法
は
生
徒
の
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
し
、
お
互
い
に
多

様
性
を
受
け
入
れ
て
い
く
と

い
う
姿
勢
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
今
後
の
制
服
の
議

論
の
際
の
重
要
な
要
因
に
な

る
と
捉
え
て
い
る
。

未来に向け持続可能な力強い
地域社会の構築

A

生徒の声を反映させ、見直しを図るA

中学生の服装についてQ

Q
今
年
で
市
政
20
周
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
た
山
県
市
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
向
か

う
令
和
6
年
度
予
算
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
方
は
。

A
令
和
6
年
度
の
予
算
は
、

未
来
に
向
け
持
続
可
能
な

力
強
い
地
域
社
会
を
構
築

す
る
た
め
の
新
た
な
一
歩

の
年
と
考
え
て
お
り
、
①
こ

ど
も
と
未
来
を
結
ぶ
多
様

性
の
あ
る
社
会
実
現
、
②

健
康
寿
命
の
延
伸
と
高
齢

者
の
活
躍
、
③
未
来
を
見

据
え
た
力
強
く
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
、
④
社
会
の
変

革
を
好
機
に
変
え
る
G
X
・

D
X
の
推
進
の
4
つ
の
視

点
を
重
点
事
項
に
設
定
し

予
算
編
成
を
進
め
て
い
く
。

　
4
つ
の
視
点
は
ど
れ
も
重

要
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
絡

み
合
う
こ
と
で
、
施
策
の
相

乗
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

あ
っ
て
も
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
市
民
が
将
来
に
わ
た
っ

て
安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま

ち
、
多
く
の
人
が
山
県
市
に

住
ん
で
み
た
い
と
感
じ
て
い

た
だ
く
た
め
の
予
算
編
成
と

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Q
国
が
今
年
度
補
正
予
算
を

計
上
し
た「
1
カ
月
児
」「
5

歳
児
」
に
対
す
る
健
康
診
査

の
考
え
は
。

A
1
カ
月
児
健
診
、
5
歳
児

健
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
効

な
事
業
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
、
医
療
機
関
で
の
対
応
、

県
の
事
務
的
支
援
な
ど
各
関

係
機
関
と
の
体
制
が
整
備
さ

れ
た
の
ち
に
支
援
の
検
討
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

Q
子
ど
も
に
対
す
る
支
援
に

従
事
す
る
体
制
の
整
備
は
。

A
今
年
度
か
ら
プ
レ
オ
ー
プ

ン
し
て
い
る
こ
ど
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
、
来
年
度
開

設
予
定
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
合
わ
せ
な
が

ら
、
両
セ
ン
タ
ー
が
同
一
施

設
に
あ
る
こ
と
を
最
大
の
メ

リ
ッ
ト
と
捉
え
、
子
ど
も
の

「
個
」に
応
じ
た
支
援
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

Q
市
民
活
動
に
対
す
る
支

援
は
。

A
持
続
可
能
な
ま
ち
を
目
指

し
て
い
く
た
め
、
今
ま
で
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
変
化
さ

せ
て
い
く
べ
き
か
を
慎
重
に

見
極
め
て
、
検
討
を
進
め
て

い
く
。

寺町 祥江 議員

古川 雅一 議員

令和6年度予算に向けてQ
【清流会・代表質問】
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一
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受
け
入
れ
る
廃
棄
物
は
、

産
業
廃
棄
物
13
種
類
、
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
4
種
類
、

特
定
有
害
産
業
廃
棄
物
4
種

類
と
一
般
廃
棄
物
と
い
う
さ

ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
で
あ
り
、

安
全
に
処
理
が
で
き
る
施
設

と
な
っ
て
い
る
。
感
染
性
廃

棄
物
や
ド
ラ
ム
缶
入
り
廃
棄

物
も
処
理
が
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
遠
方
か
ら
も
運
び
込

　「
ま
ち
に
溶
け
込
み
、
ま
ち

に
つ
な
が
る
武
蔵
野
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
を
目
指
し
て

お
り
、
市
役
所
、
総
合
体
育

館
が
隣
と
い
う
市
街
地
の
中

に
建
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
環
境
や
景
観
に
配
慮

し
た
造
り
と
な
っ
て
お
り
、

外
観
は
武
蔵
野
の
雑
木
林
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で

あ
り
、
美
術
館
・
博
物
館
と

　
仙
台
市
は
令
和
5
年
4
月

か
ら
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

分
別
回
収
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
全
戸
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
周
知
し
て
い
る
。
こ
の
施

設
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再

生
処
理
を
一
貫
し
て
行
っ
て

お
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
包

装
、
硬
質
P
E
・
P
P
容
器
、

P
E
T
容
器
・
P
S
容
器
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
選
別
し
な
が
ら

リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
る
。

　
石
灰
石
は
、
施
設
の
目
の

前
に
あ
る
山
か
ら
採
掘
さ

れ
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
を
利

用
し
原
料
工
程（
原
料
を
調

合
し
、
乾
燥
、
粉
砕
し
原
料

粉
末
を
造
る
工
程
）へ
搬
送

さ
れ
る
。
そ
の
後
、
焼
成
工

程（
原
料
粉
末
を
加
熱
、
焼
成

し
て
セ
メ
ン
ト
鉱
物
に
化
学

変
化
さ
せ
る
工
程
）、
仕
上

ま
れ
る
と
の
こ
と
。
燃
え
殻

や
ば
い
じ
ん
は
不
溶
化
処

理
を
行
い
、
土
木
資
材
な
ど

は
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
施
。
焼
却
炉
の
冷
却
の

際
に
発
生
す
る
温
水
や
蒸
気

を
、
シ
イ
タ
ケ
や
コ
ー
ヒ
ー

の
木
、
バ
ナ
ナ
な
ど
の
温
室

ハ
ウ
ス
に
提
供
し
、
農
業
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
サ
ー
マ

ル
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
施
。
リ

間
違
え
て
し
ま
う
よ
う
な
建

物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
ゴ
ミ
を
焼
却
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
て
発
電
し
、

市
役
所
な
ど
周
辺
の
公
共
施

設
と
市
立
18
小
中
学
校
に
電

気
を
供
給
し
て
い
る
。
蒸
気

を
利
用
し
て
総
合
体
育
館
の

温
水
プ
ー
ル
を
温
め
、
地
域

全
体
の
C
O
2
削
減
を
目
指

し
て
い
る
。
ま
た
隣
に
は「
武

そ
の
工
程
の
中
に
は
人
力
で

選
別
す
る
コ
ン
ベ
ア
も
活
用

し
て
い
た
。
こ
こ
で
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
パ
レ
ッ

ト
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
販

売
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外

に
も
、
蛍
光
粉
に
含
ま
れ
る

水
銀
ま
で
適
正
処
理
を
す
る

蛍
光
灯
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
、

未
開
封
の
ま
ま
段
ボ
ー
ル
ご

と
機
密
抹
消
を
す
る
こ
と
が

可
能
な
機
密
文
書
処
理
施
設

が
あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
乾
電
池
も

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
る
。

工
程（
石
膏
を
調
合
・
粉
砕

し
セ
メ
ン
ト
に
す
る
工
程
）

の
順
に
行
わ
れ
て
い
る
。
下

水
汚
泥
や
有
機
系
廃
棄
物
、

廃
タ
イ
ヤ
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
廃
液
な
ど
を
、
石
灰
や

石
膏
な
ど
と
焼
成
行
程
に
お

い
て
原
料
と
混
ぜ
な
が
ら
各

種
セ
メ
ン
ト
を
製
造
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
ガ
ラ
ス
く
ず
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
く
ず
、
紙
く
ず
、
汚

泥
な
ど
の
災
害
ゴ
ミ
も
受
け

入
れ
、
災
害
復
興
に
大
い
に

貢
献
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

J
&
T
環
境
株
式
会
社 

仙
台
事
業
本
部

�

【
宮
城
県
仙
台
市
　
人
口
：
約
1
0
9
万
8
千
人
】

有
限
会
社
築
館
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

【
宮
城
県
栗
原
市
　
人
口
：
約
6
万
3
千
人
】

U
B
E
三
菱
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

岩
手
工
場

�

【
岩
手
県
一
関
市
　
人
口
：
約
11
万
2
千
人
】

武
蔵
野
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

�

【
東
京
都
武
蔵
野
市
　
人
口
：
約
14
万
8
千
人
】

行
政
視
察
研
修
報
告

行
政
視
察
研
修
報
告��

1111
月月
1313
日
～
日
～
1515
日日

�

【
東
京
都
武
蔵
野
市
、
岩
手
県
一
関
市
、
宮
城
県
栗
原
市
、
宮
城
県
仙
台
市
へ
視
察
】

�

（
文
責
：
奥
田
　
真
也
）

サ
イ
ク
ル
の
施
設
に
お
い
て

も
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
が
れ
き
処
理
を
行
い
、
災

害
か
ら
の
復
興
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
る
。

蔵
野
エ
コ
r
e
ゾ
ー
ト
」が
あ

り
、
ゴ
ミ
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
、
行
動
・
活
動

す
る
た
め
の
施
設
が
あ
り
、

市
民
が
参
加
し
学
べ
る
機
会

を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
回
、視
察
し
た
4
カ
所
は
全
て
に
お
い
て
環
境
に
配
慮
し
資
源
の
再
生
利
用
に
貢
献
し
て
い
る
。

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
が
で
き
る
体
制
の
構
築
と
、
市
民
に
と
っ
て
一
番
い
い
方

法
を
今
後
も
調
査
・
研
究
し
な
が
ら
目
の
前
に
迫
る
課
題
に
対
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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議会活動日誌

　
暦
の
上
で
は
、
2
月
4
日
は
立
春
で
、

春
が
始
ま
る
日
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
厳

し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
日

は
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
暖
ま
り
な
が
ら

議
会
報
を
読
ん
で
頂
き
、
議
会
に
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
益
々
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
　
古
川
　
雅
一
）

編
集
委
員

【
委 

員 

長
】加
藤 

義
信

【
副
委
員
長
】加
藤 

裕
章
【
委
　
員
】操
　 

知
子

　
　
　
　
古
川 

雅
一

　
　
　
　
松
久 

茂

   1日（日） 市ふるさと栗まつり
2023

   2日（月） 県浄化槽連合会大会
「デジタル」

 16日（月） 令和5年第2回岐阜地
域児童発達支援セン
ター組合議会定例会

 17日（火） 議会報編集委員会
 25日（水） 　第18回全国市議会
 　議長会研究フォー
 26日（木） 　ラムin北九州
 27日（金） 議会改革及びICT検

討特別委員会
 30日（月） 議会運営委員会

   1日（水） 議員協議会
 ハラスメント防止研修
   2日（木） 市戦没者追悼式
   5日（日） 第21回やまがた社会

福祉大会
   6日（月） 第2回臨時会
 議員活動適正化特別

委員会
   7日（火） 地方自治連絡協議会
 13日（月） 
 　  〜  　行政視察研修
 15日（水） 
 18日（土） 第11回「家族のきず

な」エッセイ表彰式
 22日（水） 議会運営委員会
 27日（月） 全員協議会
 議会改革及びICT検

討特別委員会
 30日（木） 第4回定例会本会議 
 （開会）

   2日（土） ハタチの山県市記念
式典

   4日（月） 議会運営委員会
   6日（水） 本会議（質疑）
 議会報編集委員会
   8日（金） 総務産業建設委員会
   9日（土） 市青少年育成推進大

会・PTA連合会研究
大会合同大会

 11日（月） 厚生文教委員会
 14日（木） 本会議（一般質問）
 15日（金） 本会議（一般質問）
 議員活動適正化特別

委員会
 19日（火） 議会運営委員会
 本会議（委員長報告・

質疑・討論・採決）
 議員協議会
 28日（木） 消防年末夜警出発式

 2月 28日（水）　本会議（提案説明）
 3月   7日（木）　本会議（質疑）
 　　11日（月）　総務産業建設委員会
 　　12日（火）　厚生文教委員会
 　　15日（金）　本会議（一般質問）
 　　18日（月）　本会議（一般質問）

 　　22日（金）　本会議（委員長報告・
　　　　　　　 質疑・討論・採決）

令和６年第１回（３月）
議会定例会予定

※会議は、原則午前10時から開会します。
※傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券

を受け取り、入場してください。
※日程を変更することもありますので、事前

に議会事務局（22-6840）に問い合わせて
ください。

市ホームページ（山県市議会）
にアクセスできます。

検 索山県市議会

編
集
後
記

10月10月 11月11月 12月12月

市図書館で定例会本会議の提案説明と一般質問が閲覧できます。
※令和５年第２回（６月）定例会から閲覧可。

発
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令和6年第1回（3月）定例会  本会議の提案説明と
一般質問をチャンネル長良川で放送します。
3月29日（金）12時～　CCN12
3月31日（日）17時～　CCN12（サブチャンネル）

テ のお知らせレ ビ 放 映

市ホームページで各議員の一般質問の開始時間を公開します。
（放送日の2，3日前に公開予定）
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